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急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
向
け
て
、
お
年
寄
り
が
健
康
で
安
山
し
て
生
活
ガ
送
れ
る
よ
う
に
、

保
健
・
医
療

・
種
世
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
図
り
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
だ
1

平
塚
市
老
人
保

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
だ
。
平
成
十
一
年
度
を
目
標
に

「
安
山
し
て
、
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
活
気
あ
る
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
保
健

福
祉
施
訟
の
整
備
を
中
山
に
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
化
率
は
九
・
九

続
い
て
、
葉
山
町
、
山
北
町
、

鎌
打
市
と
な
り
ま
す
。

高
齢
化
率
の
低
い
市
町
村
は
、

一
位
が
綾
瀬
市
で
六
・
五
七
折
、

二
位
が
海
老
名
市
の
七
・
一
(
)

官
、
一二位
が
座
間
市
で
七
・
二

七
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い

て
、
厚
木
市
、
相
模
原
市
、
寒

川
町
、
大
和
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
平
均
に
近
い
高
齢

化
曜
の
平
塚
市
も
、
平
成
十
二

年
の
推
計
に
よ
る
と
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
展
し
、
八
人
に
一

人
が
お
年
寄
り
と
な
り
、
高
齢

化
率
は

ご

了

三
軒
に
達
す
る

亮
込
み
で
す
。

我
が
国
は
、
今
や
世
界
一
の

長
寿
国
と
な
り
、
高
齢
化
も
急

速
に
進
展
し
、
平
成
十
二
年
に

は
六
人
に
一
人
、
平
成
二
十
二

年
に
は
四
人
に
一
人
が
六
十
五

歳
以
よ
の
高
齢
者
と
い
う
、
本

格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

平
塚
市
は
、
平
成
二
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
と
、

六
十
五
歳

以
上
の
人
口
は
、
二
万
二
千
三

百
十
三
人
い
ま
す
の
で
、
人
口

二
十
四
万
五
千
九
百
五
十
人
に

対
し
、
高
齢
化
曜
は
九
・
一軒

と
な
り
ま
す
。
全
国
平
均
は
一

二
軒
な
の
で
、
平
塚
市
は
ま
だ

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
神

高齢化率の低い市町

1位綾瀬 市 6.57%
2位 海 老名市 7.10% 
3位座 間市 7.27%
4位厚木市 7.31%
5位相模原市 7.48% 
6位寒 川町 7.53%
7位 大和市 7.75%
8位城 山町 7.90%

15位 平綴市 9.90%

高齢化率の高い市町

1位湯河原町 17.06%
2位 逗チ市 16.82%
3位真鶴町 16.54%
4位葉山町 16.07%
5位山北町 16.02%
6位 鎌怠市 15.34%
7位 藤野町 15.10%
8位大 破 町 14.99%
23位平塚市 9.90%

奈
川
県
で
は
平
均
が
八
・
八
軒

な
の
で
、
県
内
で
は
や
や
高
い

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
高
齢
化
認
の
高
い
市

町
村
は
、

平
成
五
年一

月
一
日

現
在
で
一
位
が
湯
向
原
町
の
一

七
・
O
六
軒
、
二
位
定
逗
子
市

の
一
六
・
八
二
軒
、
三
位
が
真

鶴
町
の

一
六

・
五
四
軒
で
す
。

年齢階級別人口の推移

計
画
は
5

j竹
年
度

老
人
保
健
福
祉
計
固
は
、

二

十
一
世
紀
初
頭
の
望
ま
し
い
高

齢
社
会
の
姿
を
展
望
し
つ
つ
、

平
成
五
年
度
か
島
半
成
十
一
年

度
ま
で
の
七
か
年
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
辛
子
。
た
だ
し
、

高
齢
者
の
状
況
に
対
応
す
る

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
二
、
三
面
を
と
覧
く

だ
さ
い
。

人 口 :人、構成比:%)

区 分 昭 和50年 日召手口55有三 昭和60年 平 成2:<手 平成 7年 平 成12:<手

0 ~14歳
50.582 54.674 52.092 45.445 43.184 47.856 
(25.9) (25.5) (22.6) <18.5) <16.7) (17.5) 

15~39歳
89.168 90.441 92.255 95.127 98.950 102.031 

人 (45.6) (42.2) (40.1) (38.7) (38.4) (37.2) 

ロ 44.842 54.693 67.812 82.987 88.690 90.385 
40~64. 

(22.9) (25.5) (29.5) (33.7) (34 .4) (33.0) 
及

0' 65~74歳
7.551 9.546 11.322 13.482 16.993 21.520 
(3.8) (4.5) (5.0) (5.5) (6.6) (7.8) 

犠

75歳以上
3.475 4.868 6.507 8.831 10.083 12.208 

成 (1.8) (2.3) (2.8) (3.6) (3.9) (4.5) 

kヒ 17 71 2 78 
年齢不詳

(Q.O) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 

合 計
195.635 214.293 229.990 245.950 257.900 274.α氾

(100.0) <100.0) <1∞.0) (1∞.0) (1∞.0) <1∞.0) 

平 成 2年までは国勢調査(総務 庁)

(単位

平成7年以降は平塚市推計



( 2 ) 平塚市老人保健福祉計画特集

計
画
の
進
め
方

「
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
活
気
あ
る
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
目
標
を

た
て
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
保
健
、
福
祉
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

g手〆4
1
.

健
康
な
暮
ら
し

川
健
康
づ
く
り
の
推
進

お
年
寄
り
ひ
と
り
ひ
と
り
が

壮
年
期
か
ら
自
分
の
健
康
維
持
、

符
理
を
同
+
↑
心
的
に
行
う
こ
と
の

で
き
る
よ
う
、
保
限
切
業
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
身
体
状
況

に
あ
っ
た
体
力
向
上
の
た
め
の

機
会
や
俸
制
を
盤
備
し
ま
す
。

ω保
健
医
療
体
制
の
充
実

家
庭
で
概
益
す
る
お
年
寄
り

の
健
康
沙
羅
持
、
地
進
さ
せ
る

た
め
に
訪
問
指
導
、
訪
問
E
説
、

機
能
訓
練
の
充
実
な
ど
、
適
切

な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
俸
制
や
、
老
人
保
健
施

設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
む

謹
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
施
設

を
盤
備
し
ま
す
ω

2
.
安
仙
の
あ
る
暮
ら
し

らっか
小川
地
域
福
祉
の
推
進

家
庭
で
介
護
が
必
要
な
お
年

寄
り
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

推
進お

年
寄
り
の
心
身
の
状
況
や

一一
-B
E
--

ズ
を
把
握
し
て
、
取
も
望

ま
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
個
人
情
報
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
鰐
備
し
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
総
合
的
連
関
歩
通
め
ま

す。ω情
報
、
相
談
機
能
の
整
備

お
年
寄
り
が
保
健
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
施
設
寺
極
切
に
選
べ

る
よ
う
な
渇
叩
限
定
共
シ
ス
テ
ム

る
機
会
を
促
供
し
、
市
民
の
文

化
活
動
伊
盛
ん
に
し
ま
す
。

ω高
齢
者
の
能
力
開
発
の
推
進

お
年
寄
り
の
州
量
な
知
識
経

験
、
技
能
を
地
域
社
会
に
還
必

す
る
と
と
も
に
、
お
年
笥
り
白

身
の
生
き
が
い
や
、
次
の
世
代

に
伝
え
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま

す
れ

豆9 ふ

4
.
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し

h
.
 

川
社
会
参
加
の
促
進

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
、
地
域
社
会
の
一
口
と
し

て
の
役
割
を
担
・つ
腸
と
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
の
孤

立
化
伊
防
ぐ
と
と
も
に
、
能
h
H

9}社
会
に
役
立
て
る
た
め
に
、

ふ
れ
あ
い
事
業
、
世
代
川
交
流

卒
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
4

業
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加

歩
遜
め
$
予
。

ω地
域
活
動
拠
点
の
整
備

一
般
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
地
域
活
動
の
場
と

な
る
自
治
会
館
、
公
民
館
、
福

祉
会
館
な
ど
に
着
目
し
、
地
域

配
置
に
考
慮
し
な
が
ら
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

5
.
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し

川
雇
用
、
就
業
対
策
の
推
進

お
年
寄
り
の
臓
業
能
力
の
開

発
や
、
適
切
な
化
引
を
紹
介
す

る
生
き
が
い
呪
来
日
を
充
実
し

ま
す
。

ω生
活
安
定
の
確
保

お
年
寄
り
が
広
一
礎
的
な
収
入

が
栂
ら
れ
る
よ
っ
、
公
的
年
金

制
度
の
再
発
、
白
及
に
つ
と
め

る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
の
退

峨
金
制
度
普
及
の
た
め
の
啓
発

や
、
資
産
を
活
用
し
た
生
活
資

金
確
保
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
や

交
通
苧
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
場
《
に
、
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
救
済
制
度

を
充
実
し
ま
す
。

6
.
住
み
よ
い
暮
ら
し

i
k一

る
負
担
地
に
対
応
し
て
、
住
宅

部
H

や
重
量
満
白
金
一
知
し
支

平成竹年度の在宅保健福祉サービスの目標
家庭に寝たきりのお年部りがいる似内、 tかくのサービスカf受けられるようになります。

介 護 者
が復数
L、る

介穫者
が 1人

のみ

介 館 者
が 昼間
か夜のみ

サー ビスの内容サ ービスの種 類

過 11'!1JJB! 31，il ill!I61吋
ホームヘルパーが訪問し、家明、

介護などを行う
ホームヘルプサービス

.i!1ll1 [r!.[ i盟11'.'1~2r~'J 
入浴などのサービス施設で給食、

を 提供 する
デイサービス

f手41白]年 61"1年'9阿
介護者の病気などのときに施設で

一時的にがiかる
ショートステイ

i恩 2 l~1i恩51!J]施設で調理した食事の配送

n4llJ] 

医師の指示に基づく E議婦の訪問

による相談やむ議

給食サービス

週 1凶

月 41νl

i恩II日i

週 11L'I;g} 11註l週 11"1
歩行などの日常生活動作 訓 練、手

工芸などの指導
機能訓練

匂三61"1年 12r，叶!:1三121[11
保健婦の訪問による健康管理や療

援方法の日常得活指導、支援
訪問指導

f手11りI勾-:1 ['~l 年 11吋
街 糾衛生土の訪問による円腔衛生

の指導
訪問口腔指導

壬れ 11"1

訪問リハビリテー ション

t::J 41'~.1 

;g} 2 LL!.l 

移動入浴唱の訪問などによる入浴

4ド12H

年 11111

f下121"1

年 11'.'1

勾'121"1

栄養土の訪問による食生活の指導

理学療後土と保健婦の訪問による

機能訓練の指導

訪問栄箆指導

施設の櫨 額 施 股の 内 容 現 状 ・4年度 目標 ・11年 度

福祉会館(必人組~Itセ お年寄りなどの福祉の
4館

ンター併設) 用進と生活の向上を白 2館

的 とした施設
(/:i:Jニ欧l参照)

特別~.;~老人ホーム 常に介泌が必要で、宮茨
6蹟lig~ 405W 

庭での介護が困難なお 4施設 310床
(左上凶参照)

年寄りのための施設

在宅介u隻支援センター 身近な地域で専門家に

よる在宅介護の相談を

行うセンター
(在上l泌参照)

ケアセンター 在宅のお年寄りを送迎
141り叶7

し、入桝や給食などを 5カIrVf

行うl庖設
cti三上lJ<1参照)

老人保健 施設 入院治療は必要ないが

家庭に復帰するために

機 能訓献やむ談、介2隻 L施設 54床 4施設 338床

が必、嬰なお年寄りのた

め の施設

訪問口議ステーション 医師の判断に基づき訪

間む 挫サービスを提供 2カポ斤

する~:I'U長の拠点

軽自老人ホーム(ケア ケアハワスとはお年寄

ノ、ヲス) な ど りの介護に配慮、しつつ

自立した生活ができる 1カリw 4カリ斤

ようにて夫された住ま

u、

平成刊年度の施設サービスの目標

利
用
し
や
す

ωで
す

在
宅
老
人
総
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

お
年
制
り
の
配
宅
乍
柄
を
支

援
す
る
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
市
で
は
符
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
し
や
す
い
「
柁
宅
老

人
似
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
問
登

録
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
‘
位
登
録
し

て
お
く
と
、
再
び
利
用
す
る
と

き
や
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
引

す
る
と
き
、
緊
急
に
利
用
し
た

い
と
き
な
ど
、
符
担
当
却
に
出

向
い
て
手
続
き
を
と
る
こ
と
な

く
、
直
接
包
話
で
申
し
込
み
が

で
き
る
も
の
で
す
。
平
成
六
年

二
月
末
で
、
約
一
千
人
の
方
々

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

む
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
利
用
で
き
る
方

出
内
に
お
住
ま
い
の
白
歳
以

上
の
心
で
、
成
弱
、
寝
た
き
り
、

痴
呆
(
ほ
う
〉
な
ど
の
理
由
に

よ
り
偏
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
裂
と

す
る
心

マ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ

老
人
ホ

ー
ム
へ
の
短
則
入
所
(
寝
た
き

り
、
痴
呆
性
老
人
1
円
二
千
六

十
円
、
虚
弱
老
人
1
日
一
千
六

百
円
)

め
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

単
門
施
設

で
の
入
浴
、
食
事
、
生
活
指
呼

な
ど

(1
日
五
百
円
、

部
六

・百
円
)

人
ホ
l
ム
に
入
所
し
、
生
活
、

介
説
指
導
(
1日
二
千
六
十
円
)

痴
呆
性
老
人
日
中
入
所

昼
間
、

老
人
ホ
l
ム
で
預
か
る

(1
日

一
千
三
十
円
)

痴
呆
性
老
人
ナ
イ
ト
ケ
ア

夜

間
、老
人
ホ
l
ム
で
預
か
る
(1

日
一
千
一
二
百
七
十
円
)

⑤
給
食
サ
ー
ビ
ス

家
庭
ま
で

配
食
(工
食
五
百
円
)

⑥
日
常
生
活
用
具
レ
ン
タ
ル

特
殊
寝
台
、
エ
ア
l
マ
ッ
ト
等

の
貸
し
出
し
(
所
得
に
応
じ
た

佐
用
負
担
)

の
寝
具
乾
燥
、
丸
洗
い

巡
回

訪
問
で
年
ロ
回
(
無
制
)

⑥
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

家
明
援
助
、
介
誕
援
助
、
相
談

(
所
得
に
応
じ
た
世
間
負
担
)

①
機
能
訓
練

保
健
セ
ン
タ
ー

等
で
連
動
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
(
無
料
)

品川
訪
問
指
導
、
看
護
介
誕
々

法
、
機
能
訓
練
、
食
事
の
相
談

や
援
助
(
無
料
)

マ
登
録
+
刀
法

畳
録
に
は
利
用
登
録
申
罰
占

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

(①
1
④
は
、
状
況
調
』
と
健

康
診
断
書
を
添
付
)。

な
お
、

有
効
期
川
は
申
請
訟
を
受
け
付

け
て
か
ら

一
年
間
。
再
度
登
録

伊
希
噌
す
る
場
内
は
、
状
況
調



〆

ニ
ノ
〆

寸
，

l
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ノ
p

v
/
d
AC

H川

心
に
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
庭
で

介
誕
が
悶
雌
と
な
っ
た
と
き
に
、

適
切
で
し
か
も
点
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

特
別
盤
投
老
人
ホ
l
ム
、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、
任
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
老
人
福
祉
施
設

を
盤
備
し
圭
す
。

ω保
健
、
医
療
、
福
祉
違
携
の

広報乙

山山
生
涯
に
わ
た
る
学
習
の
推
進

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
機

平成6年 4月 1日( 3 ) 

. ケアセンター

今 福祉会館(老人福祉センター)

今 特別養護老人ホーム

・モE宅介護支援センター

ω都
市
環
境
の
整
備

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
を
つ
く
り
、
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
施
設
を
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
っ
な
都
市
施
設

を
盤
備
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
慌
に
つ

い
て
も
、
交
通
安
全
教
丹
、
市

民
連
萌
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

ω防
犯
、
消
防
体
制
の
整
備

お
年
寄
り
を
犯
罪
や
災
害
か

ら
守
る
た
め
に
、
情
報
の
提
供
、

訪
問
、
指
導
な
ど
多
面
的
な
対

策
を
進
め
ま
す
。

川山
高
齢
者
に
対
応
し
た
住
宅
整

備
お
年
符
り
の
居
住
形
態
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
身
体

状
況
な
ど
、
家
庭
で
の
介
護
に

配
慮
し
た
住
宅
歩
盤
備
し
ま
す
。

ま
た
、
口
貸
住
宅
に
生
活
す

る
お
年
宵
り
に
と
っ
て
、
住
宅

資
は
依
然
高
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
て
替
え
な
ど
に
よ

00~ 
@ 

巨罰

名 称 位置主体 所在地 電話番号

@伸生会デイケアセ ンター 伸 生 会 御殿2-17-42 31 -697~ 

@ ローズヒルケアセ ンター っちゃ社会福祉会 土出2198-7 58-667i 

@平均ま梨I京ホーム 平尾家市 立野町31-20 35-606C 

@明石町 デイケアセ ンター 湘南福祉センター 明石町15-16 24-60eE 

@ 中塚ふ じみ臥l 神奈川県 四之宮1120 55-130C 

‘'ケアセンター今特別養護老人ホーム

電話番号所在地定員段置主体称名

31-6979 

31-4972 

58-6677 

61-1841 

御 殿2-17-42

高根192

土屋2198-7

間ケ原1

50人

100人

50人

110人白 土-白必

研 水 会

っちゃ社会福祉会

伸生会@ マー縁特別養‘i後必人ホーム

@高棟内ホーム

。 ローズヒル

。日1:1'1箔

.~護老人ホーム

-保健所等

名 称 位置主体 所在地 電話番昏号

@平塚保健所 神奈川県 笹 原 町6-21 32-0l3C 

@地域医蹴管理セ ンター 平昭市 中里34-17 34-0311 

(休日夜1m急患診療所、

保健センター〉

御 殿2-17-42 

~分1-43

大 神2885-3 

土屋2196-1

伸生会

っちゃ社会福祉会

O~部福干U 会館r'1;得荘

平 塚 市

平線市

会福祉会館(老人福祉センター)

@平塚市老人福祉センター

@ 平塚聾識を人ホーム

-軽費老人ホーム

@っちゃホーム

名 称 位置主体 所 在 地 電話番「

@伸主主会科i宅介波支援センタ ー 伸生会 御殿2-17-42 36-740C 

@ ローズヒル在宅介護支援センター っちゃ社会福祉会 土届2198-7 59-5544 

.在宅介議支撮センター

|5…51 IlOOA I :t~4594 市四
棟平陸士

立野 町37-1

-老人保健施設

@済生会湘南苑

省

出
合

HU
1
、
主
£
日
dr
・u
ベ
安
方

か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
す

ぐ
対
応
す
る
た
め
の
相
談
機
能

を
盤
側
し
ま
す
。

凶
マ
ン
パ
ワ
l
の
確
保

保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る

た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
老

人
保
健
福
祉
協
伊
必
な
ど
へ
の
支

援
、
人
材
パ
ン
ク
の
整
備
、
研

修
会
や
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

恩賜財団県済とと会

.車
か
老
人
ホ
l
ム
で
月
4
回
程

度

(
無
料
)

④
痴
呆
性
老
人
生
活
指
増

老

く
だ
さ
い
。

マ
聞
い
《
わ
せ
先
高
齢
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
(
内
線
二一

九
)

老人クラブは
あだたかい

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
お

年
寄
り
が
集
ま
り
協
力
し
あ
い
、

生
き
が
い
を
高
め
て
い
く
な
か

で
、
地
域
の
福
祉
を
進
め
る
の

に
役
立
つ
乙
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

老
後
を
幸
せ
に
送
る
た
め
に

は
、
行
政
、
地
域
社
会
、
家
庭

が
.
体
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
お

年
寄
り
自
身
も
積
極
的
に
求
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
五
年
四
月
現
在
、
市
内

に
は
百
七
十
三
の
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
は
一
万

四
百
八
十
二
人
が
加
入
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。老

人
ク
ラ
プ
へ
の
入
会
は
、

六
十
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
希

唱
.さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
必

人
ク
ラ
ブ
の
役
民
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

マ
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

①
教
養
を
主
と
し
た
活
動

乙
の
活
動
は
、
お
年
符
り
の

向
学
心
に
こ
た
え
、
教
盤
を
高

め
て
い
く
た
め
の
・
も
の
で
、
老

人
大
学
や
施
設
見
学
会
、
会
報
、

の
発
行
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

②
健
康
を
主
と
し
た
活
動

こ
の
活
動
は
、
自
ら
の
健
殿

を
自
ら
で
守
り
、
日
常
の
健
康

を
保
つ
た
め
の
も
の
で
、
ス
ポ

3
.
仙
豊
か
な
暮
ら
し

会
の
場
炉
提
供
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
ら
れ

ー
ツ
大
会
、
ゲ
l
ト
ボ
i
ル
大

会
の
開
催
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ッ

の世
間
及
な
ど
、
体
力
づ
く
り
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
診
査
の
受
診
も
奨
励
し
て

い
ま
す
。

③
楽
し
み
を
主
と
し
た
活
動

こ
の
活
動
は
、
会
白
相
互
で

楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
傑
め
る

た
め
の
も
の
で
、
新
年
会
や
囲

碁
将
棋
大
会
の
開
催
、
年
二
回

の
旅
行
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な

ど
を
刷
催
し
て
い
串
手
。

④
地
域
社
会
と
の
交
流

乙
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々

と
の
支
流
に
よ
っ
て
、
お
互
い

に
理
解
し
あ
い
な
が
ら
お
年
寄

り
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や

技
能
を
社
会
に
役
立
て
よ
・
っ
と

す
る
た
め
の
も
の
で
、
子
供
た

ち
を
含
め
た
世
代
間
の
交
流
を

は
じ
め
と
し
て
、
公
共
施
設
の

消
師
、
一
人
暮
ら
し
ゃ
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
に
対
す
る
友
愛

訪
問
な
ど
、
地
域
社
会
活
動
に

柏
極
的
に
参
加
し
て
い
卓
字
。

⑤
そ
の
ほ
か
の
活
動

孤
独
に
な
り
が
ち
な
お
年
笥

り
の
話
し
相
手
と
な
っ
た
り
、

共
同
作
業
で
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
て
も
ら
う
た
め
の
相
談
活

動
や
、
生
産
活
動
も
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
(
内
線
二一

九
)
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ifEヵ:?謀 長っ震3 2ii 出 ス 宝寺Z
計 健 害警官EEヘ ‘ 入手.8サ FZ董用 一1 りス羊

康 い い 、芸 ・ ・ 浴 、ン い室

襲う 利用くし健康課つも 食ケ

iijE321ム加し LJ21ム ポ

ii毒i事iぉ?護 霊山 喜善生iふ讐i卓!? 号室喜!? 主催iei 義

高齢者の福祉サービス( 印は 対象者) -高齢福祉謀(内線211) ・健康蝶(内線780) -社会福祉協識会(電話33-2333)

ご利用まだはお問い合わせは右記へ -障害福祉 謀 (内線222) ・生きが い事鎌田(電話33-2335) ・福祉会館(電話33-2333)

対 象 者区分 対象者年齢区分(揖 〉
事 業 名 聞い合わせ先

健常 虚弱 寝 た き り 痴呆 一人暮 らし 60~64 65~69 70【 -74 75以上

ホームヘルプサービス 一 ー-l- l路宙福祉課' ー ー

デイ サ ビス • (11まいすの方) • 高齢福祉課

ショ トステイ • ‘' • 高齢福祉課

給食サービス • ~ ー』ー~主者 高齢福祉課

入浴サ ピス • 何

‘ 高 齢福祉課

痴呆 性 老 人 生 活 指 導 • --・e ー _-Y'~宝主~/::4~，" 守ヲケ押ーーで吋 高 齢 福 祉 課

痴呆性老人日 中 入 所 • 1・ .~"品 a 、 高齢福祉課

痴呆性老人ナイトケア • E・E・-高齢福祉課

日常生活用具レンタル • 高齢福祉課

寝具 の 乾 燥 ・丸洗い • 高齢福祉課

機能 訓練(リハビリ) • • 一 健 康課

訪問指導・看護 • • • 一 『 健 康課

養護老人ホームへの入所 • 高齢福祉課

特別養護老人ホ ム への 入所 • • 高齢福祉課

重ホ度痴呆性ム専へ用特別の聾護入老所人 • 高齢福祉課

I経 費 老 人 ホームへの入所 • • 直接施設へ申請

有料老人 ホ ムへ の入 所 • 匡ニ~'， 斗 戸:、'1;" 直接施設へ申請

在宅介護支援セ ンタ 一 事業 • • • • • ~理事時ヲR ~._"予事唱(~;哩~n'!守司 高齢福 祉 課

家 族激励見舞金の支給 • • 高齢福祉課

福 祉 電話の設置 • 高齢福祉課

緊急通 報電話 設置費助 成 • 高齢福 祉 課

デイホーム事業 • • 社会福祉協議会

高齢者ー居室等艦備資金の貸付 • 1"""ーー曹~'1."・'・，，~、~:=:.. .~-~ーー、 へ でτ.，..，ー『ミー円 高齢福 祉 課

高 齢 者等差額家賃助成 • • 高 齢 福 祉 課

老人理按貨の 助 成 • • • • • 高齢福祉課

椙寿手 l肢の交付 • • 高 齢 椙 祉 課

老 人 クラブへの加入 • • ~1.r.1l::~"'! 高 齢 福 祉 課

友 愛 言方 |苛 • • 可..'司.... 事再 -・ー 高 齢 福 祉 課

生 き がい事業 • • 主主きがい~J業団

高 齢 者 職 業 相 談 • • 福祉会館

お む つの贈呈 • 社会福祉協議会

家 庭 介 護岱の配 布 • 円円ヲ・_-・ M':; 社会福祉協議会

会 食 会 • 』ーーーーー ーーーーー 国 T ーーー『 社会福祉協議会
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